
第
９
章

社
会
の
憂
鬱
さ
を
測
る
―
―

不
平
等
指
標
と
ジ
ニ
係
数

●
経
済
成
長
と
不
平
等

所
得
格
差
や
不
平
等
は
長
年
重
要
な
社
会
問
題
で
あ
っ
た
。
開
発
経
済
学
に
は
、
経
済
成
長
の
た
め
に

は
あ
る
程
度
の
所
得
格
差
も
許
容
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
経
済
成
長
の
成
果
は
貧
困
層
に
も
や
が

て
は
浸
透
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
ト
リ
ッ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
﹇trickle

dow
n

﹈
仮
説
）。
た
と
え
ば
、

工
業
化
が
進
行
し
て
い
く
と
遅
れ
て
い
た
地
域
に
も
経
済
発
展
が
波
及
し
て
い
く
か
ら
、
所
得
格
差
が
深

刻
な
の
は
工
業
化
初
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
経
済
学
者
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
（S.K

uznets

）
が
、
先
進
国
の
歴
史
的
経
験
を
素
材
に
し
て
「
経
済
成
長

の
初
期
に
は
所
得
分
配
の
不
平
等
が
大
き
く
な
る
が
、
あ
る
程
度
の
水
準
に
達
す
る
と
不
平
等
は
低
下
す

る
」
と
い
う
議
論
を
し
た
こ
と
は
研
究
者
の
関
心
を
集
め
た
。
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、

所
得
と
不
平
等
度
に
つ
い
て
次
の
数
式
の
よ
う
な
関
係
を
統
計
デ
ー
タ
か
ら
検
証
し
よ
う
と
い
う
試
み
も

多
く
お
こ
な
わ
れ
た
（
一
人
あ
た
り
所
得
の
二
乗
の
項
の
係
数
が
負
で
あ
れ
ば
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
が
成
立
す
る
こ
と
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に
な
る
）。

不
平
等
度＝

ａ
＋
ｂ
（
一
人
あ
た
り
所
得
）
＋
ｃ
（
一
人
あ
た
り
所
得
の
二
乗
）

●
不
平
等
指
標
の
種
類

問
題
は
、
こ
の
「
不
平
等
」
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
平
等
の
指
標
に

は
現
在
の
所
得
・
資
産
分
配
の
現
状
を
記
述
す
る
だ
け
の
指
標
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
い
所
得
を
得
て

い
る
人
口
が
社
会
全
体
の
所
得
を
ど
の
程
度
所
有
し
て
い
る
か
と
い
う
分
配
シ
ェ
ア
は
直
感
的
に
も
わ
か

り
や
す
い
も
の
で
あ
る
（
完
全
に
平
等
な
社
会
な
ら
人
口
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
は
所
得
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
所
有

し
て
い
る
か
ら
）。

そ
の
他
に
価
値
判
断
を
明
示
し
た
尺
度
も
考
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
形
で
社
会
や
国
民

の
厚
生
の
基
準
を
決
め
て
、
不
平
等
の
あ
る
現
状
を
評
価
す
る
規
範
的
な
指
標
で
あ
る
。
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●
ジ
ニ
係
数

最
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ジ
ニ
係
数
（G
inicoefficient

）
で
あ

る
。
ジ
ニ
係
数
は
、「
基
本
公
式
」
に
あ
る
よ
う
に
、
社
会
の
各
集
団

の
所
得
格
差
（
の
絶
対
値
）
を
集
計
す
る
と
い
う
考
え
方
を
指
標
に
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

二
人
の
個
人
の
所
得
を
比
較
す
る
場
合
、
低
い
所
得
し
か
な
い
人

は
自
分
よ
り
も
っ
と
高
い
所
得
を
も
つ
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
憂

鬱
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
所
得
格
差
に
と
も
な
う

憂
鬱
さ
の
程
度
が
二
人
の
所
得
格
差
に
比
例
す
る
と
す
れ
ば
、
ジ
ニ

係
数
は
所
得
不
平
等
に
よ
っ
て
社
会
が
感
じ
る
憂
鬱
さ
の
程
度
を
反

映
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

所
得
は
賃
金
、
利
子
配
当
な
ど
の
源
泉
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
、

賃
金
や
配
当
な
ど
の
変
化
が
所
得
不
平
等
に
ど
の
く
ら
い
貢
献
し
た

か
を
要
因
分
解
す
れ
ば
、
不
平
等
の
原
因
を
解
明
す
る
の
に
役
立
つ
。

ジニ係数

いま n人の個人があり、１番所得の多い人が y１、２番目に多
い人が y２、１番所得が少ない人が ynだけの所得をもっていると
する。この時のジニ係数（G）は以下のような式で計算できる。
ここで μは平均所得である。
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ジ
ニ
係
数
は
所
得
源
泉
に
対
応
し
て
分
解
で
き
る
の

で
、
所
得
の
個
々
の
源
泉
の
寄
与
率
を
求
め
る
た
め

の
要
因
分
解
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線

表
は
韓
国
の
都
市
の
家
計
調
査
の
一
〇
分
位
デ
ー

タ
（
所
得
の
低
い
順
に
家
計
を
並
べ
て
家
計
数
を
一
〇
等
分

し
た
デ
ー
タ
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
家
計
（
人
口
）

の
シ
ェ
ア
は
ど
の
階
層
も
一
〇
分
の
一
で
同
じ
で
あ

る
が
、
所
得
分
配
シ
ェ
ア
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

こ
の
所
得
分
配
シ
ェ
ア
を
累
積
す
る
と
、
第
Ⅰ
分
位

や
第
Ⅱ
分
位
ま
で
は
緩
や
か
に
し
か
増
加
し
な
い
が
、

第
Ⅸ
分
位
や
第
Ⅹ
分
位
に
な
る
と
急
激
に
増
加
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。

第Ⅰ分位 第Ⅱ分位 第Ⅲ分位 第Ⅳ分位 第Ⅴ分位

所得 ７５７．８ １，２１５．３ １，５０８．１ １，７７４．３ ２，０５７．２
所得シェア ０．０３ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８
累積人口シェア ０．１ ０．２ ０．３ ０．４ ０．５
累積所得シェア ０．０３ ０．０８ ０．１３ ０．２０ ０．２８

第Ⅵ分位 第Ⅶ分位 第Ⅷ分位 第Ⅸ分位 第Ⅹ分位

所得 ２，３８３．４ ２，７５３．３ ３，２１６．１ ３，９２５．８ ６，６５４．４
所得シェア ０．０９ ０．１０ ０．１２ ０．１５ ０．２５
累積人口シェア ０．６ ０．７ ０．８ ０．９ １
累積所得シェア ０．３７ ０．４７ ０．６０ ０．７５ １．００

（注） 単位１０００ウォン。月額。標本世帯の数は２８３７。
（出所） Korea National Statistical Office（２００２）Annual Report on the Household

Income and Expenditure Survey 2001, National Statistical Office, pp．１２６―
１２７.

表１ 韓国の都市家計調査 ２００１年（ジニ係数＝０．３１９４６６）
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横
軸
に
累
積
人
口
シ
ェ
ア
、
縦
軸
に
所
得
分
配
の
累
積
シ
ェ
ア
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
は
ロ
ー
レ
ン
ツ

曲
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
完
全
に
平
等
な
所
得
分
布
で
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
は
対
角
線
に
な
る
が
（
図
１
参

照
）、
表
の
分
布
デ
ー
タ
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
は
、
図
２
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
対
角
線
か
ら
い
く
ら
か
下

に
曲
が
っ
て
い
る
。
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
が
下
に
曲
が
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
分
布
は
不
平
等
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
と
対
角
線
の
間
に
あ
る
図
形
の
面
積
と
対
角
線
の
下
に
あ
る
三
角
形
の
面

積
と
の
比
率
が
ジ
ニ
係
数
の
値
に
な
る
。
表
の
デ
ー
タ
か
ら
求
め
た
ジ
ニ
係
数
は
約
〇
・
三
一
九
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
所
得
分
布
の
ジ
ニ
係
数
は
〇
・
三
か
ら
〇
・
四
ぐ
ら
い
、
〇
・
五
に
な
る
と
か
な
り
不
平
等

な
社
会
で
あ
る
。

こ
の
ジ
ニ
係
数
を
考
案
し
た
イ
タ
リ
ア
の
統
計
学
者
ジ
ニ
（C

orrado
G

ini

）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
各
大
学
で

統
計
学
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
統
計
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
も
努
力
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ニ
は
経
済
学

や
社
会
学
、
人
口
学
な
ど
に
も
関
心
を
も
ち
、
理
論
よ
り
は
現
実
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
統
計
学
を

目
指
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
優
れ
た
不
平
等
指
標
を
考
案
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
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図１ 完全平等の場合のローレンツ曲線

（出所） 筆者作成。

図２ 韓国の都市家計調査のローレンツ曲線

（出所） 表に同じ。
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